
【導入】

「え？やばい！今、目合ったよね？

絶対こっち見たよね？」

歓声の中で、キラキラ輝く、私の推し

名前を叫んだその瞬間、

推しと目が合ったのです！！

夢見心地な帰り道

ふと周りを見ると、

私と同じライブTシャツを着ている子が目に入りました。

私よりもずっと細い腕と脚

「もしかして、私太ってる…？」
途端に、私は自分の体型に自信が

持てなくなりました。

そして、

「次は、推しの目に留まっても

恥ずかしくないような、キレイな私で会いたい。」

そう思い、ダイエットを決意したのです。

始めは、簡単な食事制限とランニング

みるみる減っていく体重と

変化する見た目

「痩せた？綺麗になったね！」という周りからの声

私は最高の気分でした。

痩せてスタイルが良くなっていく快感に、いつしか私は溺れていたのです。

こうしてますます、

痩せることに執着していきました。

食事の度にカロリーを計算し、

友達とご飯なんてもってのほか。

例え、雨が降っていたとしても、

日々のランニングはやめられませんでした。

推しのために、綺麗になるために、もっと痩せなきゃ、もっと、もっと・・・

今日は、このような
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「痩せていることを美しい」とする

社会的な価値観について

皆さんと考えたいと思います。
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【現状】

まず、痩せすぎとはどのような状態

なのでしょうか。

これを、BMIという指標を使い説明
します。

BMIとは、身長と体重から肥満度を
計算する国際的な指標です。

これを私と同じ、身長１６０cmに
当てはめて考えます。

体重が５６kg程度の場合、
最も病気になりにくい「標準体重」とされています。

これが４５kg程度だと
「痩せすぎ」となり、病気のリスクが高まるのです。

２０１９年の厚生労働省の調査によれば、

２０代の日本人女性の５人に１人が「痩せすぎ」の状態にあることが

わかっています。

それではなぜ、これほどまでに

痩せすぎの女性が多いのでしょうか。

この背景には、

健康的な標準体重であるにも関わらず、体型に不満をもち、

ダイエットをしている人が多いことがあげられます。

事実、若年女性のうち、肥満の割合はわずか１割ですが、全体の６割が

ダイエットをしているのです。

そして、痩せを求めた過度なダイエットは、命に関わる疾患をもたらします。

摂食障害も、このうちの１つです。

始めは、軽い気持ちだったダイエットが次第にエスカレートし、

やがては食べることに対する恐怖心が生まれます。

そして、体重が激減しているのに

食事を全く摂ろうとしない、

過食をしては嘔吐を繰り返すといった状態に陥るのです。

日本は摂食障害の有病率が高く、

患者数は年間約２０万人、

毎年１０人に１人が死亡しています。　

実際に私自身も

ダイエットがやめられずに、摂食障害を患い、華の高校生活を水の泡にしました。
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最終的に、

ダイエットを始めたときから

体重は２０kg近く減少し、１年近くの入院を余儀なくされたのです。

このように、痩せすぎは

非常に恐ろしい状態です。

にも関わらず、なぜ女性は、

無理をしてでも痩せようとするのでしょうか。

この背景には、

「痩せていることを美しい」とする

社会的な風潮があります。

そもそも、美しさの定義は

時代や地域によって変わりうるものです。

かつて日本では、ふくよかな女性が

美しいとされていました。

ですが、近代以降、

この美しさの価値観は徐々に変化していくこととなります。

1960年代に入ると、
ダイエットに関する記事の掲載数が

急激に増加し、

”小枝のように細い”というあだ名が
つけられた、細身のイギリス人モデル「ツイッギー」が

雑誌や広告などで取り上げられ

人気を博しました。

以降、ファッション雑誌にも

痩せているモデルが多く起用されるなど、

メディアの発達と共に、

痩せていることと美しさが結びつき

多くの人々にこの価値観が

定着することとなったのです。

そして現在でも、私たちの身の回りは

「痩せていることを美しい」とする

価値観で溢れています。

例えば、女子高生向け雑誌popteenに載っているモデル

彼女たちは、全員が痩せすぎ体型で

あるにも関わらず、太っていると嘆く様子が掲載されていました。
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また、YouTubeやInstagramなどのSNS

「ダイエットをしていじめがなくなった！」「恋人ができた！」という広告を目にした方も、多いのではない

でしょうか。

そして、私たちが何気なく行っているコミュニケーション

「最近太った？」と体型を指摘したり指摘されたり。

そんな経験が、皆さんにもあるのではないでしょうか。

私も、友人とこんな会話を交わしたことがあります。

ある朝、登校中に友人がつぶやいた

些細な一言

「やっぱり痩せてる子じゃないと

スカート折れないよね。」

私の視線の先には、痩せている子が

たくさんいました。

こうした経験を積み重ね、私は、

痩せていることは美しいことだと

信じるようになったのです。

そして、私だけではなく、

多くの人が、この価値観を信じ

自分の体型に自信を持てないことで

必要のないダイエットを始めています。
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【問理融合】

痩せすぎモデルにダイエット情報。

「痩せた？綺麗になったね」

そんな友達との何気ない会話が、

私たちの心も身体も、強く、強く

縛り付けているのです。

“痩せなければいけない”と。

そして、私の些細な「願望」も

「狂気」へと変わっていきました...

「1gでも太りたくない」
「もっともっと痩せて美しくなりたい」

しかし、冷静になって考えてみてください。

なぜ、痩せていることは、

美しいのでしょうか？

社会によって

縛られた美しさを追い求めることが、

私たちの目指す理想なのでしょうか？

痩せていることは絶対的な美しさでも正しさでもないはず！

それなのに、辛くても、苦しくても、私は痩せることをやめられなかった...

私は、かつての私のように

命を削ってまで痩せていく人を

これ以上見たくない！！
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【方向性提言】

そこで、私は皆さんにある考えを

提案します。

それは、体型と美しさを結びつける

考えから、抜け出すことです。

そもそも、今も昔も体型と美しさを

結びつける考えは変わっていません。

先ほども説明したように、

かつて日本ではふくよかな女性が

美しいと考えられていました。

これが、

現在まで続く痩せブームによって、

太っている人は美しくない

痩せている人が美しい

と考えられるようになったのです。

そして、今新たに、痩せすぎている人をなくし、太っている人を認めようとする動きが始まっています。

海外を中心に、痩せすぎのモデルを

起用した広告の規制や、パリコレなどファッションショーへの出演規制。

また、標準よりも大きな

『プラスサイズ』の身体を愛そうと

する考えが広まっているのです。

しかし、これでは

「痩せすぎている体型はダメ」「太っている体型は許容される」

といったように、ある体型を受け入れある体型を否定しようとする動きは

変わりません。

例え、「痩せていることが美しい」

という価値観から脱却しても、

体型と美しさが結びついているために自分の健康を害して、美しさを追い求める人はいなくならないの

です。

だからこそ、こうした

体型と美しさを結びつける意識を

見つめ直す必要があります。                　　　　　　
『痩せているから美しい』とか
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『太っていても認めよう』とか

『標準の体型がいい』とか『悪い』とか

そうやって、

体型を美しさと結びつけるのを

やめてみませんか。

「体型は

自分の健康や体調を測るもの」

そう考えれば

もっと楽になれるはず。

そう考えれば

もっと自分の身体を大事にできるはずなんです。

そして、その第一歩として皆さんに

お願いがあります。

普段、私たちが無意識に発している

体型と美しさを結びつけた言葉を、

他の人にかけないよう心掛けてほしいのです。

『太った？』

『痩せて綺麗になったね！』

もし皆さんがこうした言葉を

何気なく発してしまっているとしたら

例え、相手がすごく仲のいい友達であっても。　家族であっても。

一見体型を気にしていなさそうな人であっても。

その何気ない一言が社会的な価値観を形作り、危険な体型への信仰に

駆り立ててしまうのです。

かつての私も

「痩せればキレイになれる」という思いや、

周囲からの「細いね、いいなぁ。」

といった言葉に認められた気がして、

体型への過度なこだわりを持つようになりました。

もし、これがなければ、

私は痩せることへの狂気に縛られる

ことはなかったかもしれません。

ほんの、些細な変化かもしれません。
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しかし、私たちの言動から

変えていく必要があるのです。

誰もが、

社会に定義された美しさではなく、

自分自身の美しさを追求できることを願い、本弁論を終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。
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